家裁　第2次試験　人物試験
場　　所：東京高等裁判所　8階　第1研究室
集合時間：13時00分

状　　況：①東京高等裁判所事務局人事課（17階）に行き、受験票と「勤務希望地等調査票」と「面接カード」を提出する。　②指定された面接室前に行く（面接室は3室あり、各面接室に3名）。　③集合時間になると受付が開始され、面接時間を伝えられる（13時集合の3人は13時10分か13時40分か14時10分）。　④面接時間まで待機（1時間後になった人は結構辛い）。　⑤ブザーが鳴ったら受付の人に面接室に入るよう促されるので、入室。　⑥面接終了後、そのまま帰宅。
面接時間：約25分　（14時10分～）
面接室　：面接官が3名（全員男性）、書記官が1名（女性）。受験生と面接官との距離は約3m。
全　　体：1番目の人は志望動機、及びその背景（理由）などをかなり突っ込んで聞いてくる。2番目の人は圧迫っぽい質問を投げかけてくる（「あなたは～というけれど、…じゃないですか？」という感じ）。3番目の人は健康状態とか希望勤務地とか併願状況などを聞いてくるだけ。おそらく、多くの人が圧迫っぽい質問をされると思われるが、民間の面接を受けたことがある人にとっては、圧迫でもなんでもない、普通の質問に感じると思う（本物の圧迫面接なら、免疫のない人は本気で泣きます）。
感　　想：①2番目の人の質問がきつかった（質問事項ご参照）。この手の質問は想定しておくことが不可能に近く、ほとんどの人が戸惑うと思うが、何とか回答を捻り出せばマイナスイメージはない…と思う（黙り込むのが良くないと思う）。
　　　　　②高等裁判所内という雰囲気がそうさせるのか、かなり緊張します。

　　　　　③職務内容を知っているか聞かれる場合があります。あと、どういう仕事を、なぜやりたいか、しっかりとビジョンを持っておく必要がありそう。
　　　　　④職務経験がある人は、なぜ辞めたのか、またその周辺事項をこれでもかというくらい聞いてきます。おそらく「また辞めるかもしれない」という思いがそうさせるのでしょうが、今度は辞めないよ！という気合とその理由を論理的に説明できれば大丈夫だと思います。
質問事項：真ん中の面接官をA、向かって左側をB、向かって右側をCとする。
　　　　　A：仕事を辞めてから1年ブランクがあるのか。
　　　　　A：「生き方支援」をしたいのか。（「生き方支援」とは私が面接カードに書いた言葉。ある本の一部からそのまま頂戴しました。）

　　　　　A：（生き方）支援をするならいろんな職種があるが、家裁調査官を志望した一番の理由は何か。
　　　　　A：（民間企業就業中の）2年間（家裁調査官になりたいという）思いを秘めて仕事をしていたのか。
　　　　　A：前の仕事の経験から活かせることはあるか。 
　　　　　A：あなたの言う「生き方支援」とは何か。

　　　　　A：支援したいと思うようになった理由（きっかけ）は何か。

　　　　　A：前職（システムエンジニア）は社会を支えていけるから就職したそうだが、実際にはどうだったか。
　　　　　A：前職での経験から得たものではなく、性格などその前から持っていたもので活かせるものは何か。
　　　　　B：調査官のことは何かで調べた上での志望動機なのか。実際に調査官に会って話したことはあるか。
　　　　　B：「一緒に未来を形作る」のは、家裁調査官の仕事として一部は当てはまるが、当てはまらないことも多い（期限が短かったり、実際には相手と会わないこともあるから）。あなたのやりたいこととズレが生じると思うが、やっていけるか。
　　　　　B：前職も「社会を支えていくことが実感できない」から辞めたのなら、今回もやりたいこととズレがあったらやっていけないのではないか。

　　　　　B：短所は何か。

　　　　　　B：思いつきで仕事をして怒られたのはいつ頃で、その内容は何か。

　　　　　　A： 100％の力を出すと疲れるのではないか。疲れてしまうとどうなるか。会社に行きたくならなくなるなどあるか。

　　　　　B：前の会社はすんなりと辞めさせてくれたか。辞めないでくれと懇願されたりしなかったか。
　　　　　A：部活はしてこなかったのか。
　　　　　B：あなたは、あなたのいう「支援」を受けたことはあるか。

　　　　　A：他に退職のきっかけとなったものはあるか。

　　　　　C：併願状況（今の状況・今後の予定・他が受かったらどうするか）。
　　　　　C：健康状態（過去に大きな病気に罹ったこと、精神的に弱ったことはあるか）。
　　　　　C：採用希望地がかなわなくても平気か。

　　　　　C：ピアノは6歳の時から24歳の時まで定期的にレッスンに通っていたりしたのか。
　　　　　C：中学・高校の頃の生活状況（どんな生徒だったか）。
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